
ヒマラヤの自然の聖地 ２

～ブータンの八百万の神々～

小林尚礼



「梅里雪山」から「カワカブ」へ

背景





自然の聖地を訪ねると何を感じるか？

霊的な雰囲気、怖ろしさ

・人間の力を超える何か
・宇宙の摂理
・神

宇宙や生命への畏怖に似るもの

「聖地とは、『人間の力を超える何か』を
感じられる場ではないか」





タクツァン（岩壁、パロ） ラルジャプ（洞窟、モンガル）

メンバル・ツォ（川の淵、ブムタン） メメ・ララン（岩山、タシガン）



ジョ モ・クンカル
女神アマ・ジョ モが宿る山

（タシガン）

ダンリン・ツォ
ジョ モの弟ダンリンが宿る湖

（タシガン）



ブータン東部の聖地



１ ツォン・ツォン・マ











ナムコ（天への扉）



２ マン・クルム祭

サクテン村



土地神タンディン・ヤブユム





３ サクテン 岩の聖地

プクパ



チャプ・シュクパ



チャプ・シュクパ





４ チェン・ラ

カンパラ村





道端に置かれたポー（男根）











最後に

・自然のなかで聖地に祈る内容は、災害や病
から身を守ることが中心になる

・人智を超える「普遍的なもの」とつながり、
その摂理に従い加護をえるという意識

・その安心感や充足感こそが、ブータン・ヒマ

ラヤにおける幸せにつながるのだろう

・宇宙から見た地球


